
　

対応する
学部CP

１）問題の発見から解決に至るための考え方とそれを支え
る学術的教養と基礎知識を身に付け、実践する科目を
配置します。

①④

２）国際社会で通用する英語力を身につけ、それを活用す
る英語の専門科目を配置します。 ②④

３）国際情勢の理解と海外での活動に必要な知識を得るた
めの科目を配置します。 ②③④

４）食料・資源問題解決に必要な農学および水産学のより
専門性の高い科目を配置します。 ②④

対応する
学部ＤP

１）国際的な食糧資源の携わる専門家に必要な、農学・水
産学の基本的な知識・技術を体系的に修得し、実践的
に運用できる能力

①②

２）農学・水産学の専門家として必要な知識・技術を英語
で運用できる能力 ②③

３）豊かな世界観と倫理観を持ち、農学・水産学の専門家
として国際社会に貢献できる能力 ①②③

４）農学・水産学の専門家として必要な思考力を身につ
け、グローバル化する産業社会の課題に取り組む能力 ②③④

コースカリキュラム・ポリシー コースディプロマ・ポリシー

カリキュラム・マップ

カリキュラム・
ポリシー

１年

前 期 後 期

2 年

前 期 後 期

3 年

前 期 後 期

4 年

前 期 後 期

1）

2）

3）

食料生命科学序論

基礎統計学入門
共通教育　(課題発見・解決、
人文・社会科学、自然科学 )

農学入門

農業と社会

水産学概論
キャリアデザイン

英語ⅠA&ⅠB

実用英語 A&B

異文化理解入門

水産生物学

資源生産管理学

英語ⅡA&ⅡB

実用英語 C

国際開発学

水産経済学

食品生命科学

水産増養殖学

英語Ⅲ

実用英語 D

Seminar for Food
Resource Production

海外研修

水産流通論

水産食料経済論

魚類学

栄養生理学

基礎水産資源学

漁具漁法学

食品工学

蔬菜園芸学

植物生理学

家畜管理学

農業経済学入門

応用植物学

Elements of
Fisheries Science 

日本国憲法

国際関係法概論
国際経済論

国際食料関係論

Elements of
Agricultural Science

水産加工経済論

水産マーケティング論

水産商品学

食品科学

藻類学

漁業管理学

食品微生物学

作物学

植物育種学

熱帯作物学

害虫学

Agricultural Production
Science 

Fisheries Production 
Science

Agricultural Products
Utilization 

インターンシップ

食品衛生学

水産食品加工・保蔵

応用藻類学

種苗生産学

水産資源生物学

動物性食品学

植物性食品学

青果保蔵学

果樹園芸学

植物病理学

畜産学

植物栄養・肥料学

土壌科学

農業水利環境学

実用英語 E

Fisheries Products 
Utilization

フードビジネス論

魚病学

魚類栄養学

ポストハーベスト生化学

観賞園芸学

農業機械学

卒業プロジェクト

卒業プロジェクト

卒業プロジェクト

卒業プロジェクト

卒業プロジェクト

農地保全学

4）

ディプロマ・
ポリシー

1）

2）

3）

4）

国際食料資源学

国際食料資源学特別コース農学部×水産学部


